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一ビザンツ文人のペレストロイカ建白書
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　　　　　　　　　　　　　　　『法の精神』の祖型

　　　　　　　　　　　一ビザンツ文入のペレストロイカ建白書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡　辺　金　一

　まえ’がき

　以下に日本語訳するのは、いわゆるプレトンの二点の建白書の一つ、すなわち、当時モレアと

よばれた今日のペロポネソスの統治を、時の皇帝マヌエルニ世パライオロゴス（1391－1425）か

ら委託されて、今日のスパルタに近いミストラを中心地とし、デスポテースというポストでこの

地方に君臨していた同帝の息子の一人テオドロス・パライオロゴスにあてて、通称プレトンの名

でよばれたビザンツ文人、ゲオルギオス・ゲミストス（1452没）が書いた国制改革建白書である。

それは1416年（ソルダトス）といわれるが、その数年後プレトンは再び筆を執って、ほぼ同一分

量で、基本的には同一趣旨の建白書を、今度はコンスタ≧ティノーブルの皇帝マヌエル自身にあ

ててしたため、提出した。内容的に、前者におとらず興味深い後者については、次号で取り上げ

たい。

　著者プレトンにつし、・ては、すでにごく簡単にふれたことがあるけれども（隊重複をいとわず｝『！

ウスクルム事典』（2）に依りつつ、以下に紹介しておこう。

　かれはビザンツ人哲学者、‘しかもプラトン派のそれであった。、イタゾアでは第二のプラトンど

して評価される。一時かれから教えをうけた、後の枢機卿ベッザリオン1二よって、プラトン、ア

リストテレス以来のギリシア人のなかで最高峰の賢人としてたたえられる。．プラトンを基礎に、

一つの新しい異教主義の代表者となる。オスマン宮廷での長期にわたる滞在で、ツァラトストラ

の教え、並びにイスラムを詳細に知り、そこから多くを自分の考えにとり入れる。その説がコン

スタンティノープルでひきおこしたスキャンダルの後、1393年ミストラに移り、そこでプラトン

哲学を講ずるとともに、手始めに狭いサークルで自分の新宗教を説く。そしてペロポネソスにお

けるギリシア文化復興の最大の指導者≒なり、オスマントルコにたいする抵抗の基礎としてのギ

リシア文化復興のために力を尽す。ギリシア古代の哲学者、立法者を、純化された認識の代表者

とみなし、それに反してキリスト教はそれから外れた道を歩んだとする。同時代人に、自分たち

がひきついだ倫理的宗教的遺産を根本から改革するよう提唱、こうしてのみイスラムの向うを張

ることができると説く。主著『法律総論』は総主教ゲンナディオス・スホラリオスの焚書で、断

片的にのみ現存・r齢について！を扱ったそ9主要紛は独立に編纂｝438／9年フェララ・フィ

レンツェ宗教会議に串席。内心、東西教会緯r！二否定的で、甲宗教会議g普遍的性格に異議をと

なえる。《聖霊の発出について》を著わし、向会議について論ずる（未刊）。イタリアで《プラト

ン、アリストテヒスの相違について》を肇表。そのプラトン主義唱道1まヲシモ・デ・メディチを

うごかして、フィレンツェ・プラトン・アヵデミア創設に結実。そ，の他の著作として、スホラソ

オスのプラトン批判の反批判、カルデアの神託論、音楽論、云ハンマドの死よりクレタ占領（827・

8）にいたるイスラム小史、ツァラトストうおよびプラトンの教義論、《マンティネアの戦い以後

のギリシア人の事績について》、月、日等の仕組み論、ポルフユリオスのフォーネー、並びに、ア

リストテレスのカテゴリアについての釈義、美徳論、ストラボン地理学改訂、そして、ミストラ
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のデスポテース・テオドロスおよび皇帝マヌエルにあてたこ建白書。さいごに、デスポテース・

テオドロスの妃クレオペ・マラテスタの死にさいしての追悼演説、皇太后ヘレネー・ドゥラガス

のためのモノディア、デスポテース・デメトリオス・パライオロゴスへの訓言、そして最後に書

簡。

（注）

（1）「『ユートピア』の周辺一モアの取材源一一」『一橋大学社会科学古典資料室ン．ター年報』

　　Nα　4q984・　3）．、3～5頁。

（2）7％s6〃％窺、ゐθ贈。π．3．　Auf1．　MUnchen／ZUrich，1982．

年　　　表
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1399－1402

1402（VI－28）

1415

1421

1422
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1438／9

1444

1446

1448

1451

1453（V－29）

1456

1460

ニコポリスの十字軍。ハンガリア王ジギスムンド、オスマントルコ勢に敗北。

ビザンツ皇帝マヌエルニ世、救援要請のため西ヨーロッパ諸宮廷を歴訪。

アンゴラの会戦。オスマントルコのスルタン・バニジィッドー世はティムールから

壊滅的打撃を蒙り、捕われのうちに般。

マヌエルニ世モレアに出馬。1432までにミストラのデスポテースは、モレアをラテ

ン人支配から奪回して再統一。

スルタン・ムラッド裾野の登極。オスマ．ントルコ勢力の．再建開始。

ムラッドニ世コンスタンティノープル包囲。

オスマントルコの宮廷エディルネ（アドリアノーブル）に進出。テッサロニケはヴェネ

ツィアに移譲。

オスマントルコ人のモレア侵入再開。マヌエルニ世残して、ヨハネス八世登極。
ム． 宴bドニ世テヅサロニケ占領。

フェララ・フィレンツェ宗教会議。

ヴァルナの十字軍。ハンガリア・ポーランド王ウラディスラヴ戦死。，

ムラッドニ世モレアに侵入し、貢納義務を負わす。

ヨハネス八世残して、コンスタンティノス十二世登極。

ムラッドニ世残して、メフメット駄面登極。

コンスタンティノープル陥落。

アテナイはオス．マントルコ人の手に帰し、パルテノン（聖マリア教会）はモスク化。

ミストラのモレア・デスポテース、スルタンに降伏。
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　　　　ペロポネソスについてデスポテース・テオドロス

　　　　　　　　　　　に宛てたプレトンの建白書

［プロローグ］

　船舶にあっては船員の安全のために、船長はすべてを自らの判断に基いてとrりしきるもの

どされ、』また、戦陣にあっては子下の兵士の勝利のたあに、－司令官もまた同様に行動するも

のとされています。それは、いずれの場合にあっても、もし諸事が唯二人の者の統率下に置

かれていなければ、船の乗組員も、戦闘する兵士も、片時たりとも所期の目的を達成するこ

とが出来ないからです。そして、最大かつ最も深刻な危機がさしせまった、まさにかかる現
　　　　　　　　　　　モ　ナ　ル　ヒ　フ
下の情勢にあっ『てこそ、唯一者支配が最も安全かつ有効な国制と考えます。

　さりながら、それに劣らず重要だと考えますのは、船舶にあっては乗組員の誰彼を問わず、

戦陣にあっては兵士の誰彼を問わず、全体の安全に’貢献したいと考える者は、可能だと考え

る方策を、進言することが許されることです。すなわち、前者は船長に、後者は司令官に、

その頭に浮んだことを伝え、』 燒ｾすることが出来ます。そのさい、それを聞いて採用するか、

拒否するかは、船長ないし司令官の自由です。ただ、進言を容れないときは、おだやかにお

こなうべきであり、けっして角張った態度でそうしてはならないでしょう。事実、全体の危

機が近づいているさい、メンバーの誰彼が全体の安全を吾が事として心配しても、それはけっ

して出過ぎた行為ではありますまい。
　　　　　　　　ポリス
　しからば、吾が領邦と民族について万人に対し責任を負われる殿下｛二、御先祖たるあまた

の皇帝から、殿下の父たる現皇帝［マヌエルニ世］を介して、殿下の支配権が伝えられた以

上、殿下は、御自身に役立ち、将又吾々臣民にも役立つであろうとお考えになることを、そ

のま． ﾜ、吾々にたいし実行なさることが出来ます。万人目それに追随し、何人もあえて異を

となえることはな’いでしょう。

　殿下については今述べた通りですが、一方吾々は大変な危機に陥っています。吾々は到る

処、陸海から脅威を蒙り、かてて加えて自国領土で蛮族と同族民から同時に圧迫をうけてい

ます。なかでも、現在吾々に近づきつつある蛮族は、領土の最大かつ最重要部分を吾々から

奪い取りました。古来パロバミサダイとよばれた民族［トルコ人］がそれです。「かれらはか

って、フィリッボスの息子アレクサンドロスおよび同行のギリシア人により、そのインド遠

征の途次攻撃をうけ征服されましたが、大昔蒙った仕打ちの三層倍もの復離を、かれらは今

やギリシア人であるという故をもって、吾々にたいしておこない、また今日、吾々をはるか

に凌駕する勢力をもって、吾々を抹殺しようというその野望を着々実現しています。

　事態がこのようである以上、吾々の主君である殿下の御前に進み出て、全体の安全のため

に、おそらく他の多くの人々以上に熟考をめぐらしたと私見する方策を私が開陳しても、けっ

して場ちがいと思われませんし、その結果、殿下にとっては勿論、吾々すべてにとっても望

ましい成果が得られるであろうと期待いたレます。ただ殿下に何よりもお願いしたいのは、

私がこれから申し上げることが、すべてけっして耳ざわりのよいものでなく、むしろ反対に

殿下の耳にきつくぐつらくびびくとしても、どうか、殿下に心地よ・く感ぜられる言葉よりも、

より利き目があり、かっ優れた方策をあえて御前に御披露申し上げる私の意図に免じて、御

一3一



3

4

5

寛恕を給わり度い、ということです。事実私が思い浮べるのは、病人の治癒と看護にあたっ

て、最も喉に通らない食物、飲料、その他、口に苦い薬石を病人に与えるのをいとわない医

師のことです。これとは反対に、調理人は、舌先き三寸を満喫させるかわり、あまりにもし

ばしば、からだを駄目にさせてしまいます。このように、感覚的に心地よいもの1ホ、つねに

けっして有益ではありません。それに反して、本当は最も耳のいたい話からはじめて、役に

立つことが生じうるのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポリス　何にもまして留意すべきは、個人であれ、国家であれ、民族であれ、たとい最悪の状態に

郵到っても・醗好転の希望を1ナ・して失・てはならないということです・事実・Fもはや

絶望的と考えられた多くの民族が再起しました。

　アエネアスと共にあったトロヤ人は、アカイア人によって祖国を亡ぼされた後、運命に旧

びかれてブリュギアからイタリアに運ばれ、その後の好運な事態め経過で、後日、ラケダイ

モン人に属するサビニ人と共に、同じ権利でローマに居を定めました。そしてロ山マから興

って、人類の記憶にかってなかった最大かつ最良の支配を打ち立てました。

　ペルシア人も、噛アレクサン1ドロス並びにギリシア人、マケドニア人の支配下に立った後、

ローマ人がマケドニア王国を覆滅したさい、パルティア人のおかげでとにもかくにも独立を

保ち、当時最大であったローマ人の覇権に抗して戦いをやめず、時に破れたりとはいえ、つ

いに輝かしい勝利を収めた結果、数世代にわたってローマ人に貢納を課しました。

　それ故、吾々は自らを放棄すべきではありませんし、自分たちは救われないなどとあきら

めてはなりません。むしろ、吾々自身、苦難にあって事態の好転に期待をつなぎ、どこを出

発点とし、どうずれば、吾々はふたたびゆるぎないものたりうるかの二事に、吾々のすべて

の注意と努力を真劒に傾け、力の限りをつくして、よりめぐまれた、よりよい未来の実現に

つとめなければなりません。

　その場合、国家ないし民族の状態を、もちろん人間に係わること一般め限度内での話です
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポリテイア
が、出来るだけ確実かつ永続的に改善しようと思えば、国制改革を措いてありません。何故

なら、国家が良いか恵いかは、一にかかって、国忌が優れているか、劣っているかにあるか

らです。たまたまある国家が好運にめぐまれて、思いどおりになっているとしても、それは

けっして確実ではなく、そのような状態はまたたくうちに逆転してしまうものです。大多数

の場合、国家はその国鳥が立派であることによって存続し、繁栄します。反対にその国制が

まず腐敗して、国家は衰退し滅亡します。

　総じてギリシア人は事実1アムフィトリオンの息子ヘラクレスがかれらのあいだでの無法

状態を一掃し、美徳の観念と美徳への熱意を持ち込むまで、未だ世界的な名声を博してはい

ませんでした。実際ヘラクレス以前のギリシア人はみすぼらしい民族であり、ダナオスー族、

カドモスー族のような、余所から移ってきた蛮族に支配されていました。だがヘラクレス以

後、ギリシア人が自国の地ならびに蛮族の地で収めた輝ける勝利の数は、目を見張るものが

ありました。

　ラケダイモン人は、リュクルゴスが定めた、かの名声高き国制にあずかるまで、けっして

自他ともにゆるすギリシア人の覇者ではありませんでした。そして、1それ以後この国制がな

いがしろにされるまで、突き落されて支配の座から転落することはありませんでした。他方

かれらはその時まで歩兵隊のみを保持していたのですが、今や海上勢力たらんと欲するにい

たりました。また、当時、その騎兵隊はきわめて劣悪で、富裕階級が馬を飼い、召集された
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　者たちが必要に応じて前者から馬を受け取り、いくばくかの武器をあてがわれて出陣すると

　　いう始末でした。そのうえかれらはその上級指揮権を、同盟軍に対し、度を越えてふるいま

　　した。

　　　その結果ラケダイモン人は、エパミノンダスをいただくテーバイ人によって打ち負かされ

　　ましたが、このエパミノンダスはかつてピタゴラス派の学説をたんに御座なりにではなく、

　熱心に聴講し、フィリッボスがテーバイ人の毛とで人質となっていた時、かれを養育し、か

　れに教育をほどこしたのでして、そ．のフィリッボスこそやがて、全ギリシア人の総大将とし

　　てうけいれられるにいたるのです。かれの息子アレクサンドロスは、父であるこのフィリッ

　ボスから、かてて加えてアリストテレスまでから、教育をうけ、やがてギリシア人の総指揮

　者となり、ペルシア人の支配を打倒して、アジアに君臨するにいたりました。

6　　ローマ人もまたすぐれた国制ゆえに広大な支配権を得るにいたりました。かれらが自分た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　わき　　お
　　ちの間でおこなわれていたこの国制を脇に退けてしまうまで、かれらの状態が傾いたり、悪

　　くなったりすることありませんでした。

　　かのサラセン人はかつてアラブ人のさして大きくない構成要素にすぎず、その頃まで多く

　の場合ローマ人に服従していました。だがかれらはやがて、ある法律と、一つの新しい国制

　　をうけいれるにいたりました。それは、他の点でこそ大したものではありませんでしたが、

　　自分たちの領土拡大と戦闘力増強のためにはうってつけの’ものだったとみえ、その結果かれ

　　らは、先ず同族アラブ人をその支配下に収め、続いてローマ人が領有する豊かな属州を最も

　広い範囲にわたって奪い取り、一方でリビアを征服するとともに、他方ペルシアを自分たち

　　の版図に編入しました。

　　　その他地上のいくつもの民族が自分たちの法をのぞみ、それを用いて成果をあげたと考え

　　られますが、吾々を攻撃して最も戦果をあげることができたかの蛮族［トルコ人］こそ、こ

　の法ゆえに最大の強国となることができました。

　　　このようにして、なおほかの場合をそれぞれ考察すれば、民族も国家も、その国払次第で

　．良くもなれば悪くもなる、ということが明らかとなりましょう。

　　　これを要するに、どこから手をつけ、またいかにすれば吾々は救われることが可能となる

　のか、どうしたら現在の状況からよりよき事態に至り得るのかを、考えなければなりません。

　　そのためには、何はさておき、どうしても、国制改革を断行しなければなりません。そして

　　それを通じて、現在の惨憺たる状態を脱し、有望な状態に向うほかありません。

　　国家とか国制とかは、さまざまな要素から成り立っており、そのそれぞれのいかんで、国

　家も国制も、良くもなれば、悪くもなります。そこで、およそ良き国制とは、そ．の本質的大

　部分が良き要素からでき上っている国制であり、反対の状態が支配しているのが悪しき国制、

　　ということになります。

7

［国制改革の主要点］
　　　　　　　　　　　モテ　レとマ　 オリガルヒマ　ニ　　モクラテノア
　国制の三主要形態は、唯一者支配、少数者支配、’民衆支配、であり、これら三形態のそれ

ぞれがさらに多種多様に分れ、そのいかんによって、ある国家は良く、他の国家は悪しく統

治されます。

　これらのうち最高形態として、最も洞察力ある識者の間で異論ないのが、優れた助言者た

ちにかこまれ、しっかりした、実効性ある法をそなえた唯一者支配です。
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　助言者としては、何より一も先ず、教育をうけた、ほどほどの数の者が最高であります。事

実、民衆は、頭数が多くて、お互いに意見をきき、了解しあうことが容易でないうえ、下下

をうけていない者が圧倒的なので、しばしば愚かな決議をしてしまいます。他方、その数が

余りに少数であれば、私利私欲で頭がいっぱいとなり、多くの場合、良き助言者たりえませ

ん。これとは反別二、その数もほどほどで、そのうえ無教養でない助言者の場合、当然のこ

とながら、お互いに顔見知りであり、全体の利益という顧慮にみちびかれてコンセンサスに

達しますから、あらゆる点で最も優れ、最も信頼のおける助言者ということになります。そ

の場合、助言者はほどほどの財産の持ち主であって、金持ち過ぎることもなげれば、幽極端に

貧困でもないということが肝心です。前者は富に目がぐらんで、多くの場合、自分たちに利

益をもたらすようなこと以外には、見向きもしないでしょう。後者は、貧困ゆえに、自牙た

ちめ困窮を和げてくれるようなこと以外は、とんと頭にないでしょう。これに反してほどほ

どの財産の持ち主は、、むしろその都度、全体の利益に配慮しようとします。以上が助言者に

ついてです。

　しっかりした法とは、一般的に言って、国家や民族の各構成部分に、それぞれの活動範囲

を定め、それを逸脱した行動や業務を禁ずる法のことです。

　すべての国家において、最も重要かつ不可欠であって、数の上でも最も多いのが、自ら働

く人口部分です。それは、農民、牧夫、総じて、自ら働いてその土地から収穫物を得る者た

ちのことです。

　いま一つの部分は、これらの者およびそれ以外の大勢の者にサーヴィスを提供する者たち
　　　　　デ　ミウルギコン　　エムポリコン　　カペ　リコン

のことで、手工業者、大商人、小売業者、その他この種の業務にたずさわる者たちがそれに

該当します。手工業者とは、人が生活に必要とする道具をつくり出す者、大商人とは、それ

ぞれの地方において余っているもの、足りないものを、一方から他方に移動することによっ

て、有無相通ずるようにする者のこ・とです。大商人がこのサーヴィスに従事するのは、自ら

働く者たちに必要物資を調達することによって、かれらが無為に時を過すことのないように

するためです。小売商人とは、自ら働く平ないし大商入からその集めたものを受け取って、

それを必要とする者に、必要なとき必要な分量で配給する者のことです。さいごに、自分の

体力を、あるときにはこの者に、あるときにはあの者にサーヴィスとして提供して、生活の

糧をうる者がいます。
　　　　　　　アルホンテス
　これに加えて、高官グループがあります。かれらは国家全体　　それは一民族のときもあ

り、事情によっては複数の民族のときもありますが一の安全と防衛をひきうけます。かれ

らの頂点に立つのが皇帝ないしその他の名称でよばれる指導者です。そのもとで各人はそれ

ぞれ、民族ないし国家の一部をひきうけ、割り当てられたこの持ち場を守りますが、すべて

の人間に公平原則を説き、誰かが特別の利益にあずかってはならない、誰も他人の持ち物を
うかが

窺ってはならない、と言っても、それは土台無理な話です。実際世の中には、自分で働いた

り、その他生きるためにしなければならないことをすることを馬鹿馬鹿しいとみなして、他

人の労働の上にアグラをかく者があとを断たないからです。そこで、これらの者を取締るた

めに設けられるのが、平和時にあっての裁判官その他の高級文官です。それに代って戦時の

ためにあるのが、兵士とそれを指揮する高級武官です。これら高官はすべての者を守ること

をその職務としますが、その生活必需品は他人が提供してやらなければなりません。そこで、

自ら働く者たち一人二人から租税が徴集されるよう定められました。それは、すべての者を
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　　守る責任を負った者たちのための生活の糧で、かれらに対する報酬であると同時に、か．れら

　　がおこなう防衛に対し与えられる栄誉なのです。これが租税の起源です。

10　国家には以上のような三主要グループがあり、その性格にしたがって、これら三グループ

　　のそれぞれのメンバーは固有の専門業務と専門活動を持っています。しっかりした法は、各

　　人が自分のグループの固有の仕事をおこない、それと取りかえに他のグループの業務や活動

　　にはたずさわらぬよう、定めています。

　　　たとえば、高官はけっしてサーヴィス業務にたずさわってはなりません。サーヴィス業務

　　は行政業務と真向から対立するからです。その場合サーヴィス業務とは、私がさきにあげた

　　ものがそうですが、なかでも大商業および小売業をふくみます。しっかりした法は高官にた

　　いし、・大商業にたずさわることも、小売業にたずさわるこども、その他、自由人にふさわし

　　くないいかなる職業にたずさわることも禁じています。

　　　兵士は一般的に言って、保護を受ける者にたいする、保護を与える者として、ほかの大勢

　　の者から区別されなければなりません。後者は㍉すべての租税を免除されて軍事奉仕をおこ

　　ない、大勢の者に先だって危険に身をさらさなければなりません。これにたいして前者は、

　　その本来の職業に専念して十分経済力をもたなければならず、高官や選抜された軍人の生活

　　を維持するために重税を課されて、その経済力が損われるようなことがあってはなりません。

　　　軍隊の主要基幹部分は同じ祖先の血をわけた者同士から構成されなければならず、けっし

　　て外国人であってはなりません。外人部隊は得てして信頼がおけず、しばしば寝返って、救

　　援者、防衛者であるかわりに、敵対者となってしまいがちです。それに反して、手厚く処遇

　　された自国民部隊は例外なしに、より安心でき、より信頼できます。
　　　　　　　　　　　　　　　オイコシ　ン
　　　［国家から給料を受けず、］手弁当で兵士として軍隊に勤務する農民の場合、かれらの大半
　　　　シ　　ユ　　ジ　　ユ　　ギ　　マ

　　には二人一組のチームをつくらせて、共同出資でお互いのために働くようにし、交代で、一

　　人が二人分農耕をし、もう一人が軍隊に勤務するようにすれば、二人は家で自分たちの家計

　　のために働くと同時に、国家の安全のために尽すことができます。

11　軍隊は、歩兵と騎兵とをはっきり区分しなければなりません。．そして歩兵は隊伍と部隊に

　　編成して分隊長、部隊長の指揮下に置き、騎兵は騎兵隊と騎兵旅団に編成して騎兵隊長、騎

　　兵旅団長の指揮下に置かなければなりません。その結果どちらも、何処なりと必要な場所に、

　　迅速かつ整然と、はせ参ずることができます。

　　　陸海二様の戦力を同時に保持することは得策ではありません。いつもただどちらかを保持

　　すべきですし、国家と民族の本来の事情、それに加えて土地柄が許すなら、むしろ陸軍を保

　　持すべきです。［両刀使いによって】戦力をともに弱体化させてしまい、その結果どうみても

　．三王取らずの貧乏くじをひくことはさけるべきです。陸軍の真価は指揮官の有能さと兵士の

　　勇敢さできまってしまうのであって、［海軍の場合のように】艦長やその他の悪賢い人間の策

　　略によってではないこと、陸を支配する者はその場で生活物資を調達できるのであって、外

　　から取りよせる必要がないこと、全体として海から距っている国は、最悪の事態でもおこら

　　ないかぎり、近隣者との戦争だけに注意をはらえばよいのであって、同時にいくつもの戦争

　　一近隣者との、遠隔者との、おまけに、思いがけなかった者までとの一に気をつかう必

　　要がないこと。これらすべてこそ、陸軍を保持するときの、何にもまして、はるかに優れた、

　　有利な点です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　アンガレイア．12　『租税を最も大まかに区分すれば、賦役、小額貨幣その他による特定額の貨幣租税、生産
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物の一部による実物租税、の三種となります。

　賦役は最も重い租税で、物でなく体が要求されるため納税者に堪え難い屈辱感を与える一

方、徴税役人にも、つねヒ作業の都度立ち会って監督しなければならないため、少からざる

面倒をひきおこします。

　特定額の貨幣租税は、それが与える屈辱感に加えて、それを実施しなければならなくなる

と、きまったように人によって税額に高低の差がおこります。加えてそれは、しばしば納税

者の財力に見合いません。各人の担税力に応じて税額を定めることが土台むずかしいのみな

らず、そもそも担税力そのものが、人によって同じでないのです。さらに、特定額の貨幣租

税を一そう堪え難いものにするのは、それが、少額つつ、一年に何回にもわだり、何人もの

徴税役人によって集められる点です。

　これに反して生産物の一部による実物租税はさほど屈辱感を与えないうえ、納入時期の点

で、一斉に収穫がはじまって集められた作物からその一部が直ちに租税として納入される関

係上、同じ額の他の租税にくらべて、はるかに便利です。そして最後にそれは、つねに各納

税者の財力に応じてなされるため、あらゆる租税のうちでも最も公平です。かくしてこの租

税こそ、最もおすすめできるものでして、すでに述べましたように、最も面倒がかからず、

かつ、最も公平であると同時に、国家にとって最も有利な租税です。もしも公平に割当てら

れて、徴収されるならば、の話ですが。

　では、この公平な割当はどのようにおこなわれるべきか。それが今や論ずべ：き主題です。

　土地から収穫があがるためには、労働、資本一農民が労働にさいして用いる手段のこと

で、つまり、役牛、ブドウ園、牧場、その他これらに類したすべてのもの一、そしてその

保護、という三要素が必要です。そこで、収穫物に対する権利は、当然ながら、労働する者、

仕事のために資本を提供する者、そして第三に、すでに申し上げたような、皇帝、指導者、

その他高官といった、万人に対する保護者、救援者、の三者に帰属します。

　自ら所有する手段で働く者は、どこでなりと、好きなように働くことが出来、収穫物のう

ち、労働に帰属する三分の一と、資本に帰属する三分の一とを取得する一方、残り三分の一

を国家、つまり、万人に対する保護者の役を託された者に提供しますが、その他のあらゆる

理不尽な納入物や奉仕からはまぬがれます。万人の保護者にたいし提供されるこの分こそ、

正しい意味での租税に他ならず、公的奉仕のために配置された者にふさわしい名誉たると同

時に、かれらにとっての生活の糧なのです。租税については以上です。

　暮し方についていえば、他の．市民についてもそうですが、とりわけ高官の生活は贅沢であっ

てはならず、程よい、簡素なものでなければなりません。かれらは、舶来の衣服、その他こ

れみよがしの、役に立たない代物などに目もくれず、あげて戦いにそなえ、軍備に心をくば

らなければなりません。もしその費用が横流しされれば、軍備は不十分なものとなり、弱体

化してしまうでしょう。

　自国の産物は、誰がどこへ、どう輸出したくとも、国外に輸出してはなりません。ただ同

盟国に輸出をしたいと思えば、輸出額の半分の関税を支払ったうえで、それができます。た

だそのとき、自国商人に、外国人とのかかる取引から、少くとも［原価の］二倍以上の利益

をあげるという目算がたたなければ、輸出は実際にはおこらないでしょう。

　ただ鉄、武器、その他の、最も必要な物資を輸入する場合に限って、・代償として、関税免

除で輸出をおこなうことができます。
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　劣悪な外国貨幣を使ってはなりません。もしそうすれば、不良で変質した国制をもった国

とみなされてしまうでしょう。．というのも、たとい貨幣’とはいえ、国制の一部だからです。

　犯罪人に異常な、野蛮な刑罰［身体の一部を切断する刑罰］を、そうすれば今後もう二度

と罪を犯すまいと思って、課すべきではありません。更生の見込みがなければ、死刑を課し

て、立派に使うすべを知らなかった肉体から魂を解き放ってやる方が、’身体の一部を切断さ

れて不具となった、略はや役に立たないからだに、そしてまた国家に、本人を強制的にむす

びつけておくより、ましです。

　これらが、また、大小を問わずこういつたものが、しっかりした国制にそなわっている法

です。それら’すべてを通じての原点は、個人にとっても国家にとっても、神概念をどう二二

に規定すべきかにあります。それは、ほぼっぎの三主要点に尽きます。

．第一に、神とは、すべての存在のなかで最も卓越したものです。

　第二に、この神は人間に配慮を垂れ、その摂理のもとにおかれた人間関係のすべてを、大

小のいかんを問わず、とりしきります。

　第三に、神は自らの考えにしたがって、万事をつねに直く、正しく統べ、各人の個別事情
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろうらくに左右されることはありませ4。またその他、人間からの寄進その他の行為で籠絡されて、

考えをかえることもありません。なぜなら、神は別に人間など必要としないからです。

　以上のとおりだとすると、そこから導き出されるのは、神に対する聖なる捧げ物と供え物

は、その結果自分たちに善きことがもたらされようと、の吾々の信心の徴として、ささやかな

ものでなければならず、神をうやまう気持からなされなければならない、ということです。

　吾々は、さきに挙げた神概念の最初の二範疇のいずれでも、ないしそのどちらか一つで、

神に背くことがなかったかどうか、胸に手を当てて断えず自らに問うてみなければなりませ
　　　　　　　　　　はつ
ん。また、自分は別に初の供え物をしているわけでなく、カネで買うためにそうしているの

だといわんばかりに、人並み以上の高価な初の供え物や捧げ物をおこなって、度を越したそ

の出費で自分の家や国家を台無しにし、神概念の第三範疇において神に背くことがないよう

にしなければなりません。もしこうした考えが、個人においても、社会全体においても根を

はって優勢になれば、そうなった所ではどこでも、モラルが高まり、善きものへむけての熱

意も強まるでしょう。

　すべての悪と、人間の大罪は、これとは対極の考えから生れます。事実、溢よそいつの世

にも、この点で健全な考えを持っていない人間どもが居るものです。

　或る者は、この世におよそ神なるものがなんら存在しないと信じ、他の者は、存在こそす

るが、人間のことどもなどに配慮は垂れないと信じます。また第三の者は、神は存在し、人
　　　　　　　　　　　　　　　　　ほだ間のことどもに配慮も垂れるが、願いに絆されやすく、捧げ物や供え物、そしてまた嘆願で

思わず心をうこかされて、その都度善悪の判断を見失ってしまうと信じます。

　以上二つの、神について対極に立つ考えをいわば根源として、お互いに対立する二つの生

活原理が生じます。一つは、美徳を唯一の善、ないし少くとも最高の善の一つとみなす人々

の生活原理です。他は、快楽を人生の目的とみなす人々の生活原理です。
　　　　　　　フユシス
　事実、人間の本性は、神的要素と二死的要素から成り立っており、これは、ギリシア人た
　　バルバロイると非ギリシア人たるとを間わず、理性を具えたすべての者がみとめるところだと思います。

その場合、神的要素が魂であり、、干死的要素が肉体です。そして一方の人間は、自分の内な

る神の支配に服し、自分の本性と同質の神について正しい考えをもち、美徳と善を全生涯の
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指針とします。そして人間のうちにあるすべての善を実現します。反対に、他方の人間は、

自分の内なる二死的な、動物的なものによって支配され、神についての考えで過ちを犯し、

快楽のために人生があるとします。そして、到る所で大きな悪を実現します。さらにこの両

者の間にはまた、中間段階として、栄光をもとφる者と、財産をもとめる者とが居ます。そ

の場合、栄光は美徳と善の模像であり、財産は快楽実現の手段なのです。

　善を熱心に追い求めた者は何時の世にも居りました。

　たとえばアムフィトリオンの息子ヘラクレスがそれです。すでに申し上げた通り、かれは

ギリシア民族の間に法的秩序を創始し、かれらに、善言の熱意をはじめて喚起しましたが、

そのかれは、自らすすんで数多くの苦行と格闘に身を投じ、それを通じて美徳を実践したあ

げく、やがて世界で最も輝かしい名声を得たのです。

　ラケダイ．モン人リュクルゴスもまたその一人です。かれの兄弟であるスパルタ王は子供を

のこさずに世を去りましたが、王妃は自分が身籠っていることを知り、リュクルゴスにむかっ

て、自分との結婚を条件に、胎児を殺害したうえで、貴方に王位を提供しましょう、ともち

かけました。だがかれは正義に反するその話には乗りませんでした。反対に、王の遺児が生

命を保ち、父の名誉ある地位を継ぐよう、八方手だてをつくしました。そのかれはやがて自

分の祖国の立法者に選ばれて、祖国のために、万人が賞讃してやまない国制を定め、ギリシ

ア人たると蛮族たるとを問わず、あらゆる国家のうちで最も名声赫赫たる国家をつくりあげ

ました。

　そしてマケドニア人の王アレクサンドロスが居ます。かれはその勇敢さの美徳と、賢明な

思慮ゆえにギリシア人の総大将となり、ギリシア人、マケドニア人のためにアジアでの覇権

を確立しました。

　また蛮族にあっても、ペルシア王キュロスはその勇敢さの美徳により、自国民ペルシア人

をメディア人の乾から解放したばかりでなく、自国民を、そのメディア人のみならず、他の

全アジアにたいする支配者の地位まで高めました。

　その対極に立つ一人がイリオンの王ブリアモスの息子アレクサンドロスです。かれは、い

かなる人生を選ぶかをめぐる、神々の品定めにおいて、美徳を護る女神ヘラも、栄光を授け

る女神アテナも退け、代りに、快楽を司る女神アフロディテをよしとして選びました。こう

してかれは、ヘラから王権を与えられながら、美徳ゆえに至福あふれる生活を軽んじ、また、

アテネから戦う力を授けられながら、名誉と栄光に輝く生活を棄てました。そしてテユンダ

レオスの娘であり、アトレウスの息子メネラオスの妻であるヘレネーを、その誤った選択の

代償としてうけとりました。・彼女は、言ってみれば快楽の精髄であり、当時の女性のなかで

右に出る者のない程の絶世の美人でしたが、その心は不貞な、最も恥ずべきもので、その彼

女が居たために、アレクサンドロスは自分自身だけでなく、、自分の祖国をも破滅させてしま

いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふけ　アッシリア王サルダナパロスは酒池肉林に耽って自国民のアジア支配を失墜させ、代って

メディア人にその座をひき渡してしまいました。

　ローマ人にあってはネロが、ほかにも恐るべき悪行を重ねましたが、事もあろうに自分の

母を除きました。しかし最後に、破廉恥にも自ら命を絶つことによって、悪玉の自分に終止

符を打ちました。こうしてかれは、祖国をないがしろにしました。しかし当時なむローマ人

の美徳は地に墜ちていなかったため、祖国を破滅させるまでにはいたりませんでした。
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　　　　やから
19　　この輩は、権力者たると私人たるとを問わず、つねに多数存在します。そして多かれ少か

　　れ罪を犯します。・

　　　そのうちの或る者は口でこそ正義だとか、．真理だとか、普遍的善だとかをとなえますが、
　　　　　　　　　　　　きん　　　　　　　　　　　　　　「たぐい
　　陰では別のことを考え、金とかその他、その類のものをやたらと欲しがり、幸福を衣服、銀、

　　金で量るとともに、受の日その日の怠惰と逸楽で測ります。そして自分自身および子孫の安

　　全と自由、全祖国の安全と自由など、とんと省みません。
　　　　　　　　　かね　　　　　　たぐい
　　　また他の者は、金やその類のものがからんで来ないかぎり、事態をそれとして見ます。そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かね　　して三舞やら真理やらの、最も二二な雄弁家です。だが7たん金やその他金にかかわること

　　が目の前にちらつきだすと、たちまちその舌はもつれ、口はふさがり、あの正義の雄叫びな

　　どとん，と聞かれず、かつての二丁さなど、どこへやらとなってしまいます。

　　　もしこれらの者およびその同類によって治められれば、国家というものはまずどうしょう

　　もありません。最もしっかりしていた法はもはや有効でなくなり、すべては混乱して見わけ

　　がっかないものになってしまいます。国家にとって必要なのは、法がつねにしっかりしてい

　　るということだけではありません6それは三時に有効でなければなりません。この有効性は、

　　高官の美徳によって生れるのです。そしてそれは、私がすでに申し上げたように、あの最も

　　混乱な、三つの基本的神概念から由来するのです。

20　今日の吾々の最優先課題は、危機から脱出して自らを護持することを措いてありません。

　　事実、かつての偉大なローマ帝国が現在、吾々にとってどんなみじめな状態にたち至ってい

　　るかは吾々の見る通りでして、すべてはくずれ去って、残るはトラキアの二都市のみ、それ

　　に、昔どおりの広さではもはやないペロポネソスと、若干の小島があるにすぎません。すで

　　に申し上げたとおり、およそ国家を救う手段としては、しっかりした法しかない以上、吾々

　　としては、最も堅固な法と、［それを運用するための］選びぬかれたエリート高官で、個二二

　　革を断行しなければなウません。なぜなら・事態が吾々にとってこのように・ますますひど

　　いものとなり、また、最強力の敵にたいし、ますます弱まってゆく吾々が立ち向かわなけれ

　、ばならなくなった以上、最もしっかりした国制によって吾々の欠点をカヴァーすることが、

　　それだけ一そう緊急課題となるからです。いかにして最も堅固な国制を樹立すべきか。．それ

　　についてすでに私は、最も重要な点は何か、今の事態の要請に最もヤッチしたものは何か、

　　を申し上げました吃それはけっして難しいことでばありません。なぜなら、それが成るも成

　　らないも、唯一人の意志にかかっている以上、それはけっして不可能でもなければ、特別困

　　難でもないからです。　、　　　　．　　　　　　　・

21　　ここで唯一人の意志とは」なによりもまず殿下の御意志のことです。なぜなら、現在の吾々

　　の指導者であり、吾々にたいし最高の権力者であられる殿下に、神が、偉大にして立派なこ

　　とを生涯で果すよう、いぶきを吹き込んだ以上、殿下が誠実かつ落度なく美徳と善にはげむ

　　一人として、それを実行に移すことはけっして難事でなく、また、吾々が危機から脱け出る

　　ことはけっして望みなきに非ずだからです。すべてはその点にかかっております。そしてま

　　た、吾々カ『救われるか亡びるかも、それとむすびついております。殿下がもし生涯でなにか

　　偉大な、立派なことを果そうと望まれるなら、あらゆる努力を傾けて民族を維持し、国家を

　　護持するより、より大きな」より美しい使命を、．まずお見つけにならないでしょう。国家護

　　持は、しっかりした法を打ちたてる以外に果されません。・そして最も堅固な国制は、・私がま

　　さに申し上げたような仕方でなければ樹立されません。それがまた、古今を通じて最もよく
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　　統治された大方の国家が維持されてきた仕方でした。

22　殿下御自らが望まれ、今申し上げた点に注意をはらわれるだけで、殿下は幾人もの協力者

　　に．けっして事欠かないでしょう。殿下は有能な者たちのなかでも特に頭角をあ5わしている

　　人物たちを国家役人に採用されるとともに、他の者たちを説得、恩賞、処罰によって忠誠な

　　奉仕者につくり上げられましょう。要は、間違わずに、信賞必罰を実行にうつすことです。

　　まだ持っていない善を手に入れようとずるなら、まず真劔にそれを望み、つづいてそのため

　　の努力を傾ける以外にありませんし、すで1子持っている善を失うまいとすれば、．理性に耳脅

　　傾けなければなりません。新政治の第一歩は、殿下にその気がおありなら、助言者選びで始

　　め為ことです。そしてかれらを、ふさわしい人数で、また、私が申し上げたように有能さに

　　着目して、あるいは殿下の許に保留し、あるいはそれ以外の者に、あるいは一般大衆に配置

　　すべきです。事実、ここから始めることが正しいのです』続いて現存制度に手をつけて改革

　　を断行するとき、もはや誰も反対しないでしょう。

　　　殿：下はかれらにたいし、吾が国がいかに深刻な危機にあるかを、そして、そこからぬけ出

　　ることが吾々の最緊急課題であるゆえんを、そのためには国制改革断行を措いてないゆえん

　　を、徹底させなければなりません。実際、病人に従来の生活方法があわないとわかったとき、

　　それをやめても，つと利き目のある生活方法と代える以外、苦しみからのがれる道はありませ

　　ん。

23　続いて殿下は全軍隊を浄化しなければなりませんが1その方法は、全ペロポネソス住民を、

　　それぞれが持っていると判断される適性に応じて、軍事奉仕を行う者と、「納税義務を果す者

　　とに二大別することです。したがって同一人が同時に、軍事奉仕と租税納入とを負担するこ

　　とはありません。敵に優っていなければ、殿下は御自身と民族とをまもりぬくことができな

　　いでしょう。そして数の点で優っているよりむしろ、進んで命を捧げる、勇気にみちた軍隊

　　を持たなければ、殿下は敵に優ることができません。その点、柄税義務を負わされた兵士か

　　ら成る軍隊が、しかもなお、献身的かつ果敢であるとは、全く考えられません。納税義務を

　　果さなければならない兵士の献身と勇気をもってしては、まず、大部分のことが失われざる

　　をえません。

24　ぐれに劣らず必要なのは、高官を小売商人とはっきり分け、すべての高官に向って、．今後

　　けつじて小売商人になっても、大商人になってもいけない、そうではなくて、文字通り高官

　　として自らをつらぬかなければならない、と宣明することです。その結果かれらは、多くの

　　者を護ってその生活を続けさせる一方、自らはサーヴィス業務にたずさわることも、まして

　　や、悪しきサーヴィス業者として不正なはかりを用いて、その他可能なあらゆる「方法で、自

　　ら働くあわれな者たちの業務に損害をこうむらせることもないでしょう。

　　　誰か小売商人で国家高官職を手に入れた者がいれば、もし有能なようなら、’商売をやめて

　　国家高官に徹するか、それとも、国家高官のポストを放棄するようにもってゆかなければな

　　りません。かかるけじめをまもるどころか、反対に、国家高官と小売商人の境をあいまいに
　　　　　　　　ヘイロ　タイ　　したり1兵士に農民の義務を行わせ、農民に国土防衛の義務を負わせたりすることは、悪し

　　き二丁ならではのことであり、かかる国制にあっては、偉大なことも、立派なことも、何一

　．ろ実現されないでしょう。吾々は騙馬を、毛並みのよい馬の仕事には使いませんし、反対に

　’毛並みのよい馬を・騙馬9仕事にも使いません・また・どんな馬も十把一からげに同一の仕

　　事に使おうなどと考えません。反対に、この馬は専ら戦闘のために、あの馬は：専ら重荷をひ
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25

26

かせるために、使います。となれば、いよいよもって、人間についてかかる区別だてを設け、

それをあいまいにしないことが、一そう必要となります。

　租税に関しては、少額つつ何回にもわたって徴集され、額が人によってまちまちの、あの

［持定額の貨幣］租税は廃止し、それらすべてにかわって、最も正しい原則に基づくと私が

申し上げた、あの生産物の三分の一二を導入すべきです。それは、納税者に最も負担をかけ

ないばかりでなく、国家にとっても最も有利だからです。なぜなら、もしこの租税が導入さ

れれば、人々が逃亡するおそれも、徴税役人から不正をこうむるおそれも少くなると考えら

れるからです。というのも、役人が、自分たちの徴税額がより増すよう、納税者の財産状態

ができるだけ良くなるのを望むのは、ごくあたりまえだからです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘノロ　タイ
　鰻下がまず、必要とお考えの人数だけ、崇民を御自身の家計のためにお取り下さい。つづ

いて残りの農民を高官や選抜された軍人に、殿下がそれぞれについてよしとお考えになる場

析と人数で・お分け下さい。この配分に続いて・そμそれの高官ないし軍人は・・割当てられ

た農民の人数に応じて、下僕として仕える何人かの兵卒を養われなければなりません。なぜ

なら、かれらが浅はかにも国のツケで飲み食いし、敵がかくあれかしと望んだとおり、吾が

国の防衛費を食いつぶす結果になってはならないからです。もちろ．ん殿下御自身の、および、

他の者どもの扶養と出費に必要なものを予め取ることはゆるされます。だが、すべてはあげ

て、戦備のために投入しなければなりません。というのも、全体のための出費は、当然のこ

とながら、皇帝、指導者、そしてすべての高官のための出費に優先するからです。これらの

者が戦備費をその目的以外の使用によって食いつぶせば食いつぶすほど、かれらはますます

自らの信用を失墜し、敵からはますます物笑いのたねに、味方からはますます無用物視され

てしまいます。

　自然界が吾々に与えるつぎの諸事例を御覧下さい。

　鷲は鳥どもの王、指導者として通っています。そして古来ゼウスにささげられたものとみ

なされてきました。しかし、色とりどりの、黄金に輝く翼を持つ毛羽毛羽しさのごとき、こ

の鳥には無縁です。孔雀はそれに反して、色もとりどり、黄金に輝きますが、その本性上、

最も王者たるの風格に欠けています。加えて、孔雀よりもはるかに劣りますが、色とりどり

に着かざった他の鳥ど’もが数多く存在します。したが？て、色とりどりの、黄金に輝く衣服

や、その類のもρ）を自慢して．孔雀の美にはどうみても足もとに及ばないにもかかわらず、

得意がる鳥どもが居るとすれば、危なっかしくて見てはいられません。

　また以下の例を御覧下さい。もし或る者が最大限の努力を傾けて、戦争のさなか国を守っ

ている場合、かれが質素な衣服を着、その他つつましい生活をしながら、敵をものともせず、

役職や国家のために死をも辞さないのと、黄金に輝く衣服で身をつつみながら、’ Gを前にし

て恐れ戦くのと、いったいどちらが、より尊敬に価し、見ていて気持がよいでしょうか。

　さらにはまた、殿下が羊飼だと仮定してみましょう。羊酪をどうお使いになりますか。御

自身はほどほどに飲むにとご珍、のこりで羊の番をする勇敢な犬をお飼いになりますか。し

からば番犬は貴方のために羊たちを野獣の攻撃から守り、その結果貴方はひきつづき羊飼と

して、なおずっと二二の供給にあずかることができましょう。それとも、無頓着にも二三を

たらふく飲んで、挙句の果に衣服を汚す一方、余った羊酪で勇敢な番犬の代りに、マルタの

小犬［マルチーズ？］や狐、そして事もあろうに、家畜番をするどころか、反対に、野獣の

うちでもとぐに三三きわまりない熊をお飼いになりますか。しからば、これらの獣や、外か
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ら貴方をうかがう野獣によって、羊たちは引き裂かれ、失われるでしょう。私には殿下が、
ついしょう

追従や術策のために殿下のもとにおしかける悪党の何入かを、ないし要するに、すべてを一

口で飲み尽し、自分たちの欲望をおさ瓦ることがなんらできない悪党の何人かを、養ってい

るように見えてなりません。

27

［エピローグ］

　もし殿下が最も正しいこと、御自身のみならず国民全体にとっても最も役立つこと一そ

れは、まやかしでない喜び、まじり気のない喜びを、気高く立派な人間にふさわしい喜びを、

殿下御自身に、与えてくれましょう一をなさろうとするなら、それに全力を傾けて下さい。

けっして中途半端で止めてはいけません。殿下がこれから下そうとなさっている決定とは別

様の決定を、かつて先代の皇帝の誰か、あるいは、指導者の誰か、ないし殿下御自身が、た

とい下していても、さらにはまた、殿下のなさろうとすることが誰彼に気に入らなくても、

それにとらわれてはいけません。反対に殿下はあらゆることを手掛け、国家の護持に役立っ

ように思われることなら何でも試みなければなりません。殿下も御存知のとおり、医者はか

つて自分自身が書いた処方箋にいついかなる時でも縛られるわけではありません。反対に八

方手立てをつくし、現在役に立つようにみえるようなことならなんでもやってみます。切っ

たり焼いたりもしますし、体全身を救うためとあらば、場合によっては手足まで切りおとす

ことさえいといません。

　これらすべてのうち、殿下がお出来になり、またお望みになることを、どうか御断行下さ

い。けれども、それ以上の国家護持問題は、殿下の父なる、畏れおおき皇帝陛下の御裁断を

仰いで下さい。陛下は殿下のかくばかりの傾倒ぶりを御覧になり、殿下の提案と、殿下の神々

しいまでの熱意に驚かれて、自らすすんで殿下に御理解を示されるでしょう。

　国家護持のために主要な重要課題と考えられるものを一たんやりとげてしまえば、殿下は

もはや、国制の美点と栄光のために必要とみなされる他の問題にさしたる困難を見出されな

いでしょう。その結果、あらゆる点で最高の国制が吾々に実現されることになりましょう。

考慮にお入れいただきたいのは、吾々が殿下をお飾りしたい栄誉が大きければ大きいほど、

一たん災いに見舞われたさいに吾々が蒙るべき災害もまた、それだけ一そう大きいというこ

とです。殿下には、何にもまして国家の護持について御配慮いただかなければなりませんが、

そのさい殿下がとられる態度としてふさわしいのは、二丁したり、問題を先き送りしたりし

ないことです。なぜなら、恐ろしい敵が城門まで押し寄せているとき、躊躇はゆるされませ

んし、また、そもそもかかる壮挙において、問題を先き送りすること自体けっして得策では

ないからです。

　ヘシオドスのつぎの句はたしかに正鵠を射たものに思われます。

　　　　　　仕事を先き送りする者は

つねに貧乏神と戦わねばならぬ［『仕事と日々』第43行］

（一橋大学経済学部教授）
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